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第９回 障がい者のための防災訓練 開催案内 
 

東日本大震災の翌年に作成した「障害者のための防災マニュアル」の内容理解と、災害時に

障害者を救済するための訓練です。防災の重要性を忘れない為に毎年９月に開催しています。    

今回は双葉団地の水害があり、寝たきりの家族がいる家が床  

上浸水したことを想定して、歩行困難者の垂直避難の方法を見

ていただきます。 

今年は国土交通省の自然災害体験車が来てくれますので、 

               迫力映像を体験してください。はしご車も来てくれます。 

「障がい者のための防災マニュアル」をお持ちの方は再度目

を通していただき、内容をご確認願います。 

まだお持ちでない方はお知らせください。受付にてお渡しし

ます。皆様の参加をお待ちしています。  
 

◇日 時：９月１０日（日）１３：３０～１５：３０  

◇場 所：取手市福祉交流センター／駐車場  

◇内 容：寸劇・車椅子での避難誘導・心臓マッサージ他  

      

第７回 取手市福祉まつり開催案内 
 
今年も多くの方々が笑顔で心に残る有意義な一日を送れる様にと希望を持っています 

 
日時：１０月２８日（土）１０：００～１５：００（雨天決行） 

会場：取手市福祉交流センター全館・駐車場・勤労青少年体育 

センター・議会棟下 

主催：取手市福祉まつり～笑顔のひろば～実行委員会 

１階：①社会福祉協議会表彰式 ②アトラクション ③団体紹介 

④福祉用具②難病／行政相談③美容④点字⑤伊奈特⑥着物着付け 

２階：①活動体験 ②おもちゃ病院 ③zoom体験 ④物忘れ相談 

駐車場：①手作り品バザー ②包丁研ぎ ③氷彫刻 ④ＣＯ－ＯＰ 

議会棟下：①模擬店 ②お休みどころ 

体育センター：①卓球バレー ②子どもコーナー ③キヤノン 

④バザー ⑤トリばァ ⑥ひとつ空の下で 
 



 
    

第６８回定例会開催のご案内 
 

ネットワーク会員・市担当部・社会福祉協議会・市議会議員・民生委員・その他関 

  係機関の皆様のご出席をお願いします。会員以外の障害者支援団体・個人の方もお気 

軽にご参加ください。定例会は、４月、７月、１０月、１月に開催します。 
   

○ 日 時  令和５年１０月１０日（火）１０：００～１２：００（第１火曜日） 

    ○ 場 所  取手市福祉交流センター 多目的ホール 

○ 議 題  行政からの報告／ネットワークからの報告／情報交換 その他 
  
 

第６７回定例会開催報告 
 

７月４日（火）福祉交流センターに於いて 

第６７回定例会を開催しました。 

行政からの報告では、障害福祉課の「あい 

サポート研修」の結果と今後の予定報告があ 

り、社会福祉課からは、「取手市福祉まつり」 

の開催発表がありました。 

 ネットワークからは４月～７月までの活動 

報告とコロナ禍後の動き出した活動計画が発 

表されました。 

 出席者の近況報告では、参加者数が少なかったこともあり、活発な意見交換となりました。 

 

つくば市福祉団体等連絡協議会で講演 
  
７月１３日、つくばで障害者に関わる団体、個人で構成されたつくば市福祉団体等連絡協議

会という団体の集まりに宮脇と阿部が呼ばれました。 

 その目的はとりで障害者協働支援ネットワーク（以下ネットワークという）が、取手市が昨

年から始めたあいサポート運動にどのように関わったか、そしてネットワークと行政との関係

をお話しすることでした。 

 まず、ネットワークの成り立ちをお話ししました。その中で設立にあたって中心になった村

上さんの役割を聞いてもらいました。村上さんの発想と行動力のおかげでネットワークの今が

あるのは間違いありません。 

 次に阿部が鳥取県のあいサポート運動に興味を持ち、ネットワークの役員会で意見をまと 

め、市障害福祉課にこの運動を取手市でやることを提案、鳥取県と協定を結ぶために市とネッ

トワークが役割分担して実現したことをお話し

しました。 

                     最後にネットワークが行政と良い関係に至るま

での苦労話をエピソードを交えて聞いていただ

き、共感をいただきました。  

みなさん、とても真剣に聞かれて多くの質問

もあり、お話しさせていただいて、とてもいい

時間を過ごせました。担当の斎藤さんに感謝す

る次第です。     （宮脇 貞夫 記） 



 

２０２３ 夏休みボランティア講座 開催報告 
 

猛暑の中、２７名の応募者を得て、「２０２３夏休みボランティア講座」を開催しました。 

高校生が１５名、将来福祉関係や医療関係を希望していると聞き、未来は明るいと感じました。 
 

 
◎ 日時：８月５日（土）／８月１９日（土）／８月２１日（月） 

◎ 時間：１０：００～１２：００／１３：００～１５：００ 

◎ 場所：取手市福祉交流センター／障害者福祉センターふじしろ 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

   

   あいサポーター研修 第 1回「ステップアップ研修」 
 
 令和５年８月２７日、取手市福祉交流センターにおいて、あいサポーター研修 第１回「ス

テップアップ研修」が行われ、５名のサポーターが参加しました。 

取手市障害福祉課鈴木課長より、「いろいろな気づきの場にしていただきたい。」との挨拶の

後、動画視聴・グループディスカッション・車いすの操作実習を宮脇メッセンジャーが、視覚

障害のアイマスクでの体験、誘導についての実習と聴覚障害者のサポートについては武藤メッ

センジャーが講師を務めました。 

グループディスカッションでは、街中や駅構内の写真を見て、障害のある方が困ることにつ

いての活発な意見交換が行われ、参加サポーターの気づきと意識の高さを感じました。実習で

は、車いすで段差を上がることと、スロープを上がることをそれぞれ乗る体験と押す体験を行

いました。車椅子に乗る体験をすることにより、押す方にゆだねる心もとなさも感じ、押す側

になったときに反映できたのではないかと思います。それは、アイマスクで視覚障害体験をし、

誘導される側になることによっても、気づかれることが多かったかと思います。 

あいサポーターの皆さん！「ステップアップ研修」を受けて、「ちょっとした手助け」への自

信をつけてください。誰もが暮らしやすい街へのステップアップのためにも… よろしくお願

いします。                          （美田 俊子 記） 
 

自立支援協議会報告≪地域で生活していくための部会≫ 
   

在宅障害者が利用する居宅サービスについて、障害福祉サービスに参入している居宅サー

ビス事業所が少ないため、新たにサービスの利用を計画してもヘルパーさんが居なくて断ら

れる場面が増えています。生活を維持するために介護保険の事業者さんに障害への参入をア

プローチしていきます。                    （宮脇 貞夫 記） 
 



 

≪ネットワーク参加団体・会員からのお知らせ≫ 
① 楽ちん介護 開催報告 
 
猛暑の中、１７名という沢山の方が来られました。 

こんな盛況はコロナ禍もあり何年ぶりかです。 

初めての方も多く、いつも市の広報を見て参加し 

たかったが、やっと実現したという方もいました。 

施設スタッフのかたも多く、これも嬉しかったです。 

そして、市役所の課長さんも来てくれました。 

福祉の勉強をしている女子大学生さんも、この勉 

強会を楽しんでくれました。 

さて、学習に入ると、皆さん、なかなか思うようにいかず、あちこちで悲鳴が・・・ 

でも、先生の指導でできたときの歓喜の声も上がっていました。 

そんな中でも先生のユーモアで笑いもいっぱい！！ これを待ち焦がれていたのです。 

最後にパーキンソン病を患っているご主人を介護しているご夫婦が、指導を受けて簡単にでき

たことをすごく喜んでくれたこと、全員が一緒に喜びました。本当に久しぶりの楽しくにぎや

かな勉強会で続けていてよかったとつくづく感じました。次回が楽しみです。（宮脇 記） 

 

② チャレンジの広場 開催報告 
  
８月２７日、福祉交流センター多目的ホールでチャレンジの広場を行いました。 

参加者は２２名でした。８月は取手市のマッチングプログラムという事業で、市内の高校に通

学している生徒２名がボランティアで参加してくれました。 

競技は前回同様、ボッチャとビーンバック投げを行いました。ボッチャは競技としてやって

いる人、チャレンジの広場でやっている人、初めてやる人とさまざまな人がいましたが、チー

ムで戦略を教えあい、参加者みんなが笑顔でプレーをしていたのが印象的でした。 

後半はビーンバック投げを行いました。今回は障害上の都合で投げられない方の為に、道具

を工夫してボッチャのランプという坂のような道具を使い、ビーンバックの代わりにテニスボ

ールを転がしました。これにより、参加者全員が同じように楽しめていたと思います。みんな

笑顔でしたが高い点数をねらおうと真剣でした。 

最後になりますが、障害の程度にあわせた道具の工夫をすることにより、障害の有無に関係

なく同じルールでプレーできることの大切さを改めて実感しました。 

今後ともご参加、ご協力を宜しくお願い致し 

ます。  （勝山 博行 記） 
 
◎ご寄付を頂きありがとうございました。 

       塩尻 修 様  

 

 

 

 

 

 

 

とりで障害者協働支援ネットワーク会報 

「笑顔のひろば」第８１号 

□発 行：令和５年９月１日 

□発行所：とりで障害者協働支援ネットワーク 

□発行者：染野和成 

□編集者：鈴木澄利 武藤ほとり 石塚照子 

□連絡先：取手市本郷５－４－２１  

  TEL：０９０－１４２６－６５８８（石塚） 

時間：平日 １０：００～１５：００ 
   

E-mail：toride.ssknet@gmail.com 
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≪会員募集≫ 
 

ネットワークの趣旨に賛同する皆様の参加、 

ご協力をお願いします。随時入会を受け入れて 

おりますのでお申し出ください。     

寄付金についてもよろしくお願いします。 
 
〇会費（年額） 

   

   (1)正会員 団体１口 1,000 円 １口以上 

         個人１口  500 円 １口以上 

    (2)賛助会員（団体・個人） 

         １口 1,000 円  １口以上 
 
■会費・賛助会費・寄付金の振込先■ 

口座番号 常陽銀行 取手支店 

         普通 １８８７４６９ 

口座名義 障害者協働支援ネットワーク 

            代表 染野 和成 


